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調 査 名 西 片 江 4 9 3 号 線 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 福 岡 市 城 南 区 西 片 江 ２ 丁 目 地 内 北 緯 3 3 ﾟ  3 2 '  3 3 . 9 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 1 '  4 6 . 4 "発 注 機 関 福 岡 市 城 南 区 地 域 整 備 部 地 域 整 備 課 調査期間 平成 23年 11月 25日 ～ 23年 11月 26日

調 査 業 者 名 九 研 地 質 株 式 会 社
電話 ( 0 9 2 - 2 7 1 - 4 0 2 7 ) 主任技師 山 之 内 　 洋 伸 現 場

代 理 人 石 崎 　 陽 コ ア
鑑 定 者 隈 本 　 良 介 ボｰリング

責 任 者 穴 井 　 和 成
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試 錐 機 東 邦 D 0 － D 号 ハンマー
落下用具 コ ー ン プ ー リ ー

エンジン N F D - 1 0 ポ ン プ B G - 3 C総 掘 進 長  14.00m
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上部10cm腐植物混じり土。シルト
質細砂による盛土。
含水多い。

盛土（
シルト
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茶
褐
灰～

淡
褐
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非
常
に
緩
い

シルト混じり細～粗砂による盛
土。
細粒分少なく、含水低い。

盛
土（

シ
ル
ト
混
じ
り
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淡
褐
灰

非
常
に
緩
い

沼堆積物。
含水多く、非常に緩い締まりのシ
ルト質砂～粗砂。

シルト
質砂

淡褐
～淡
緑灰

非常
に緩
い

沼堆積物。
含水多い非常に軟らかい粘土。

砂質粘
土

淡緑
灰

非常
に軟
らか
い
沼堆積物。
腐植物を含むため、やや暗色味を
帯びる。粘土分は、粘性が強い。

粘土質
細砂

暗緑
灰

非常
に緩
い

有機質の粘性の強い砂質土。粘土質
砂 黒

非常
に緩
い

締まりの良い砂質土で、砂分は
細～粗砂。

シルト
質砂 淡褐 中ぐらい

亀裂沿いに酸化褐色化が著しく、
深さ10.6mと10.9m付近は黒色を帯
びている。

強風化
花崗岩 淡灰

全体に長柱～棒状にて採取され
る。
深さ11～12ｍ間
コア肌粗く、ハンマー打撃で濁音
を発す。所により、ハンマー軽打
で岩片～円盤状コアに分離でき
る。
深さ12～14ｍ間
非常に硬く、ハンマー打撃で金属
音発す。
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